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学
校
教
育
目
標
「
よ
く
考
え
働
く
生

徒
」
の
達
成
に
向
け
、
「
輝
く
瞳
、
躍

る
心
、
光
る
汗
」
の
校
風
と
思
い
や
り

の
気
風
が
息
づ
く
ゆ
と
り
あ
る
学
校
を

め
ざ
し
元
気
い
っ
ぱ
い
に
学
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

わ
が
校
自
慢
は
、
第
１
に
「
朝
読
書
」

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
毎
朝
、
午
前
８
時

25
分
か
ら
10
分
間
、
全
校
生
徒
と
全
教

職
員
が
読
書
を
し
て
い
ま
す
。
４
つ
の

原
則
「
み
ん
な
で
」
「
毎
朝
」
「
自
分

で
選
ん
だ
本
を
」
「
た
だ
読
む
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成
10
年
か
ら
続
い
て

い
ま
す
が
、
心
に
ゆ
と
り
が
で
き
１
時

間
目
か
ら
の
授
業
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
れ

ま
す
。

第
２
に
南
中
伝
統
「
ソ
ー
ラ
ン
節
踊

り
」
が
あ
り
ま
す
。
６
月
の
運
動
会
で

３
年
生
を
中
心
に
全
校
生
徒
が
校
庭
い

っ
ぱ
い
に
広
が
り
元
気
に
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。

第
３
に
「
自
然
体
験
学
習
」
が
あ
り

ま
す
。
１
年
生
で
は
冬
に
長
野
湯
の
丸

高
原
の
ス
キ
ー
学
校
、
２
年
生
で
は
夏

に
榛
名
高
原
で
の
林
間
学
校
が
あ
り
ま

す
。
２
泊
３
日
の
旅
行
的
な
行
事
を
通

し
て
、
大
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
友

だ
ち
と
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
「
み
な
み
（
総
合
的
な

学
習
）
」
の
時
間
の
推
進
、
南
中
祭

（
文
化
祭
）
等
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

西口商店街まつりのソーラン節踊り榛名湖のカッター訓練

翼や腹部の羽毛を表現し
た刻みを明瞭に見ること
ができます。

�これらの装飾品の原石は、
交易によって運ばれたも
のです。ペンダントの中
には、壊れた耳飾りに穴
をあけ、リサイクルした
ものも見られます。

蓮田市境のタタラ山遺跡は、約6,000年前の縄文時代前期初
頭の集落遺跡です。これまでに40軒以上の住居跡が検出されて
います。この遺跡で特徴的な遺物に石製装飾品が挙げられます。
30点を上回るイヤリングやペンダントが出土しており、特に鳥
を象ったペンダントは秀逸です。
これらの装飾品は単に身を飾るために用いられたのではな

く、集落内での地位や役割の象徴であったり、強い霊力を体内
に取り込むためであったり、重要な約束の証であったりしたの
でしょう。人はいつの世も玉の持つ美しい色や輝きに神聖な力
を感じ、貴いものとしてあがめてきたようです。

こ
こ
ろ
豊
か
で

元
気
な
学
校
づ
く
り


